
Title 英語圏における円地文子に関する研究

Author(s) ジェスティコ, ゾーイ

Citation 詞林. 2000, 28, p. 56-63

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/67460

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



英
語
圏
に
お
け
る
円
地
文
子
に
関
す
る
研
究

ゾ
ー
イ
。ジ
エ
ス
テ
イ
コ

日
本
文
学
の
専
門
家
で
は
な
い
日
本
人
で
、
円
地
文
子
と
い
う
名
前

を
知
っ
て
い
る
人
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
円
地
氏
は

一
九
〇
五
年
に

生
ま
れ
、
一
九
二
五
年
か
ら

一
九
八
六
年
の
死
去
ま
で
二
五
〇
本
以
上

の
小
説
、
評
論
、
古
典
の
現
代
語
訳
な
ど
を
書
い
た
作
家
で
あ
っ
た
が
、

製

贅
酬
碑

斜

電

器

誹
一『
如
纂

鷲

算

既

「
一鰐

七
年
）
を
除
く
と
、
円
地
文
学
は
全
部
絶
版
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
に

お
け
る
研
究
で
は
、
円
地
文
子
論
と
呼
べ
る
も
の
は
少
な
く
、
参
考
文

赫
誂
羹
）
が
郡
驚
集
の
解
説
ま
た
は
書
評
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
た
雑

し
か
し
、
英
語
圏
で
は
、　
一
九
八
〇
年
に

「女
坂
』
が
３
げ
ｏ
雲

，宇

〓
∞
ぎ
Ｒ
∽。と
い
う
題
で
英
訳
さ
れ
て
か
ら
、
円
地
氏
の
作
品
は
英
語
圏

の
日
本
学
者
の
興
味
を
引
き
、
様
々
な
作
品
が
英
訳
さ
れ
た
。
最
新
の

翻
訳
は
、
今
年
ぃ＞
♂
】ｏ
Ｒ
『
”一３
「
ａ
目
８
）と
い
う
題
で
発
行
さ
れ
た

「な
ま
み
こ
物
語
』
の
英
訳
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
英
語
圏

で
増
え
て
い
る
日
本
の
女
流
文
学
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
に
対
す
る
関

心
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
日
本
の
女
流
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
三

冊
以
上
発
行
さ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
多
数
の
女
流
作
家
の

作
品
は
英
訳
さ
れ
、
学
界
で
議
論
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
円
地
文
学
、

特
に

「女
面
」
と

『女
坂
」
は
多
く
の
大
学
の
日
本
文
学
課
程
で
学
ば

れ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
に
伴
っ
て
、
一
九
八
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
び
５

り浄
Ｑ
”Ｆ
の
＾^国
８
き
オ
ヨ
８
０

，
３
ヽ
コ．ヨ
甥
Ｒ
口
る
〓
コ
ロ
．ざ
．。と
い
つヽ

雑
誌
の
記
事
か
ら
、
今
年
発
行
さ
れ
た
Ｚ
Ｆ

，
Ｏ
ｏ日
ヽ
ド
の
０
８
∞
９
８
∽

メ
δ
日
ｏＦ
Ｕ
Ｒ
邑
】く
ダ
δ
【０

，
句
げ
ユ
】き
『
”〓
鷺
颯
Ｒ
ユ
ピ
δ
Ｏ
ｏ日
】Ｏ
〓
弓
〓
お
ｏ

「８
８
ｏ８
く
■
３
．に
わ
た
る
ま
で
、
色
々
な
評
論
、
紹
介
な
ど
が
英
語

で
発
表
さ
れ
、
日
本
の
論
文
を
補
足
し
て
い
る
。

英
語
圏
に
お
け
る
円
地
研
究
の
先
駆
的
な
評
論
は
、
一
九
八
〇
年
に

発
行
さ
れ
た
び
ざ
〓
ｏｏ
”●日
の
面
８
計
”∽日
８

，
Ｆ
で
コ。Ｌ
お
∽
Ｒ
冒
３
】

コ
目
一５
．。で
あ
っ
た
。
同
じ
年
に
は
、
「女
坂
』
が
英
訳
さ
れ
、
円
地
氏

は
初
め
て
英
語
圏
で
話
題
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
〓
ｏ９
”日
氏
が
い
う

よ
う
に
、
「女
坂
』
は
、
写
実
的
な
小
説
で
、
女
主
人
公
は
封
建
的
な
倫

理
を
守
る
と
い
う
点
で
、
円
地
氏
の
代
表
的
な
作
品
だ
と
は
言
え
な

い
。
多
く
の
円
地
文
学
で
は
、
写
実
と
幻
想
が
結
び
付
い
て
お
り
、
女

主
人
公
は
例
え
ば
若
い
男
性
を
魅
す
る
こ
と
で
、
「良
妻
賢
母
」
と
い

う
伝
統
的
な
道
徳
に
反
抗
す
る
。
〓
ｏＯ
””〓
氏
に
よ
る
と
、
円
地
氏
は

「女
坂
』
を
書
い
て
か
ら
自
信
を
得
て
、
読
者
の
反
応
を
気
に
し
な
い

で
、
本
来
書
き
た
か
っ
た
こ
と
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
〓
ｏｏ
一”〓
氏
は
写
実
と
幻
想
が
結
び
付
い
て
い
る
コ
一

世
の
縁
　
拾
遺
宍
一
九
五
七
年
）、
「遊
魂
』
２

九
七
〇
年
）
、
「採
霧
」
Ｔ

九
七
五
年
）
と
い
う
三
つ
の
作
品
を
紹
介
し
、
そ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
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女
性
の
性
欲
の
描
写
を
分
析
す
る
。
〓
ｏＯ

，Ｆ
氏
は
円
地
氏
が

一
九
五

九
年
に
書
い
た

「女
の
秘
密
」
と
い
う
論
文
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
引

用
す
る
こ
と
で
、
円
地
氏
の
性
愛
を
扱

っ
た
文
学
を
書
く
動
機
を
分
析

す
る
。
「女
の
秘
密
』
で
は
、
円
地
氏
は
、
女
性
の
立
場
か
ら
性
愛
に
つ

い
て
書
い
て
い
る
女
流
作
家
に
は
、
心
の
中
に
あ
る
必
要
が
動
機
と

な
っ
て
書
い
て
い
る
作
家
と
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
に
書
い
て
い

る
作
家
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
述
べ
る
。
〓
ｏＱ
”日
氏
に
よ
る

と
、
円
地
氏
自
身
は
前
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い

う
。
多
く
の
日
本
人
の
学
者
と
同
じ
よ
う
に
、
〓
ｏＯ
一”〓
氏
は
、
円
地

氏
が

一
九
三
八
年
に
受
け
た
乳
房
切
除
、
一
九
四
六
年
に
受
け
た
子
宮

切
除
と
、
」ゝ
の
手
術
に
よ
る
女
性
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー
の

悩
み
が
、
彼
女
の
女
性
の
性
欲
を
描
く
動
機
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
ま

た
、
〓
ｏｏ
】”Ｆ
氏
は
円
地
氏
が

一
九
六
〇
年
に
書
い
た

「女
を
生
き
る
」

と
い
う
自
伝
的
な
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
「女
を
生
き
る
」
で
は
、
円
地

氏
は
幼
い
頃
か
ら
見
て
い
た
歌
舞
伎
の
影
響
を
説
明
す
る
。
円
地
氏

は
、
歌
舞
伎
の
影
響
の
た
め
、
幼
い
頃
か
ら
恋
愛
を
歌
舞
伎
の
世
界
と

結
び
付
け
、
現
実
に
あ
る
男
女
の
間
の
肉
体
的
な
関
係
と
は
別
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
。
〓
ｏｏ
】”Ｆ
氏
は
、
多
く
の
円
地
文
学
、
例
え
ば

コ
一

世
の
縁
　
拾
遺
」
、
「遊
魂
」
な
ど
で
は
、
性
愛
は
現
実
で
は
な
く
、
（円

地
自
身
に
似
て
い
る
と
考
・え
ら
れ
る
）
女
主
人
公
の
幻
想
の
世
界
で
描
写

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
歌
舞
伎
の
影
響
と
結
び
付
け
る
。
コ
一世
の
縁

拾
遺
』
、
「遊
魂
』
、
「採
霧
』
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
〓
ｏｏ
一”自
氏
は

四
つ
の
共
通
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
一
番
目
は
、
古
典
文
学
、
特
に
『源

氏
物
語
」
の
影
響
で
あ
る
。
二
番
目
は
、
幻
想
的
な
性
愛
の
描
写
で
あ

る
。
三
番
目
は
、
円
地
氏
は
性
愛
そ
の
も
の
よ
り
、
性
愛
へ
の
衝
動
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
円
地
氏
の
女
主

人
公
は
若
い
男
性
を
欲
し
て
い
る
年
配
の
女
性
で
あ
る

一
方
、
そ
の
女

性
を
克
己
心
の
強
い
人
と
し
て
描
く
こ
と
で
、
彼
女
達
の
威
厳
を
保
つ

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
特
徴
を
通
じ
て
、
円
地
氏
は
美
的
価

値
の
高
い
性
愛
の
文
学
を
書
い
た
と
く
ｏｏ
一”日
氏
は
結
論
付
け
る
。

一
九
八
六
年
に
は
、
ド
イ
ツ
の
学
者
の
Ｚ
８
５

”
一８
９
が

面
８
〓

『
”日
寿
０
．∽
ｒ
８̈
８
言
８
Ｌ
日
ｏ
「
８
■
”一”
ｏ２
ま
ｏ日
ｏ●
〓
国
●
ｏ〓
ロ
ロ
升
ｏ
）∽
∽
９

お
ｏ”＆
■
３
ｏ
。と
い
う
博
士
論
文
を
英
語
で
発
行
し
、
こ
れ
は
そ
れ
以

後
の
英
語
評
論
に
と
つ
て
重
要
な
論
文
に
な
っ
た
。
忍
８
ｑ
氏
は
直
接

円
地
氏
と
相
談
し
、
円
地
氏
自
身
が
代
表
的
な
作
品
だ
と
考
え
た

「散

文
恋
愛
』
含

九
三
六
年
）
、
「女
の
冬
』
Ｔ
九
三
九
年
）
、
「ひ
も
じ
い
月

日
』
含

九
五
三
年
）
、
「女
坂
」
Ｔ

九
五
七
年
）
、
「妖
』
Ｔ
九
五
六
年
）
、

「愛
情
の
系
譜
』
Ｔ
九
六
一
年
）
、
「遊
魂
』
２

九
七
一
年
、
「狐
火
∵

『遊

魂
』
ム
蛇
の
声
』
の
三
部
作
）
、
「採
霧
』
（
一
九
七
五
年
）
と
い
う
八
つ
の

作
品
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
見
ら
れ
る
女
性
の
描
写
に
つ
い

て
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
円
地
氏
の
若
い
頃
か
ら
死
去
す
る
十

年
前
に
か
け
て
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
当
時
の
円
地
文
学
の
文
体

を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
″
８
ｑ
氏
は
上
述
し

た
作
品
を
紹
介
し
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
女
性
像
を
説
明
し
、
こ
れ
を

男
性
優
越
主
義
が
守
る
社
会
に
対
す
る
反
抗
と
結
び
付
け
る
。
四
β
ｑ

氏
に
よ
る
と
、
円
地
氏
は
執
念
深
く
、
報
復
的
な
性
格
の
女
性
を
描
く

―-57-―



こ
と
で
、
そ
の
原
因

（
つ
ま
り
女
性
を
抑
圧
す
る
社
会
）
に
注
意
を
引
く

と
い
う
。
四
β
ｑ
氏
の
論
文
は
ほ
と
ん
ど
伝
記
と
書
評
の
形
で
書
か
れ

て
お
り
、
円
地
文
学
そ
の
も
の
は
深
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ

以
前
英
語
圏
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
を
紹
介
し
、
重
要
な
箇
所

が
英
訳
さ
れ
て
い
る
点
で
、
そ
れ
以
後
の
よ
り
深
い
研
究
に
貢
献
し

た
。一

九
八
八
年
に
は
、
ぶ
巨
Ｏ
ｏ∽∽ユ
は
円
地
文
学
に
つ
い
て
二
つ
の
論

文
を
発
表
し
た
。

一
つ
目
は
、
円
地
文
子

。
河
野
多
恵
子

・
高
橋
た
か

子

・
津
島
佑
子
の
四
人
の
女
流
作
家
に
関
す
る
ぃ日
３
ｏ
８
Ｒ
Ｆ
ヨ
〓
Ｒ

∽
８
∽】０
」】】Ｏ
〓
口
絆ｏ旦
日
ｏ．８

一
一
つ
目
は
、
「な
ま
み
こ
物
語
」
曾

九
七

二
年
）
に
関
す

る
二
Ｆ
Ｏ
〓
ａ
”〓
Ｂ
Ｒ

『
●
】８
嶋
〓
日
”５

り
０３
】
３
Ｚ
ロ
ギ

ご
一
）で
あ
る
。
ぃ日
３
一ｏ
８

ｏ
「
『
ｏ
日
〓
す
０
摯
】
∽【げ
〓
ぐ
〓
ｒ
一一ｏ
「３
員
ヽ
で
は
、

ｏ
ｏ∽∽ｏ一
氏
は
、
円
地
氏
を

Ｒ，
ｏ
貯
降
■
ｏ日
目
ざ
３
Ｓ
Ｏ
テ
ゴ
”
ｏお
翼

旨
？

●

す

ｏ
Ｏ
〓
お
Ｓ

Ｑ

く
ｏ
】０
０
♂

”
〓
９

８

「

〓

Ｌ
日

０
峰

８

く
０
●

０
０
●
言

コ
．３

．ψ
と

、

女

（

流
作
家
の
中
で
、
一
番
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
と
述
べ
る
。
Ｏ
ｏ∽∽ε
氏

に
よ
る
と
、
円
地
氏
は
、
ま
ず
、
私
小
説
に
対
し
て
反
抗
し
、
ま
た
、
作

品
に
古
典
文
学
を
折
り
込
む
と
い
う
点
で
、
女
流
作
家
の
日
本
文
学
に

与
え
る
貢
献
を
擬
人
化
し
て
い
る
と
い
う
。
Ａ単
５
〓
ｏＯ日
日
Ｒ
コ
３
８
¨

『
Ｅ
目
．５

日
●
３
【
３
Ｚ
目
螢
８
．．
で
は
、
Ｏ
ｏ∽∽ュ
氏
は

「な
ま
み
こ
物
語
』

と
い
う
小
説
を
取
り
上
げ
、
円
地
氏
の
物
語
の
構
造
を
作
る
手
法
を
調

べ
る
。
「女
坂
」
、
「女
面
」
と
い
う
、
よ
り
有
名
な
小
説
の
構
造
は
弱
い

と
こ
ろ
が
あ
る
せ
い
か
、
日
本
で
も
、
海
外
で
も
、
文
学
の
構
造
を
軸

と
す
る
円
地
研
究
は
少
な
い
。
「な
ま
み
こ
物
語
」
で
は
、
円
地
氏
は
偽

の
平
安
時
代
の
物
語
を
筋
に
入
れ
、
こ
の
偽
の
物
語
を
通
じ
て
、
「栄

華
物
語
」
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
を
作
り
、
そ
こ
で
道
長
を
批
判
す
る

一
方
、

中
宮
定
子
を
賛
美
す
る
。
Ｏ
ｏ∽∽ｇ
氏
は
、
こ
の
構
造
を
谷
崎
潤

一
郎
の

『春
琴
抄
」
と
芥
川
竜
之
介
の

「藪
の
中
」
に
比
較
し
、
円
地
氏
も
、
真

実
を
定
め
が
た
い
筋
を
用
い
る
こ
と
で
、
誠
に
重
き
を
置
く
私
小
説
に

対
し
て
反
抗
し
た
と
分
析
す
る
。

０
日
讐
一３

Ｒ
，
ｏ
〓
ｏ
８

そ̈
∽̈Ｆ
く
〓
目
０
∽
８
〓
ｏ
８
∽目
【〓
〓
コ
？

〓
８

ご

く
静

ヨ
『８
８
ｏ３
■
ｏ日
８
．
２

九
八
八
年
）
で
は
、
≦
ｏ絆＆
”

ぎ
ヨ
８
は
樋
口

一
葉

・
佐
多
稲
子

・
倉
橋
由
美
子

・
林
芙
美
子

・
円
地

文
子
の
文
学
を
分
析
し
、
近
代
日
本
文
学
に

「お
お
ユ
●
】∽≧
ｏこ

（再
女

性
化
）
と
い
う
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
」ゝ
の
「お
貯
日
〓
∽̈≧
０こ
は
、

優
れ
た
女
性
作
家
の
数
百
年
ぶ
り
の
隆
盛
と
、
文
学
に
見
ら
れ
る
女
性

像
の
発
展
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ぃぃり
０１
０８

０
∽８

８
０
バ
８
〓
¨
Ｈ
Ｆ

】″
ｏ
も
【ｏ
∽
ｏ
●
一”
一い０
●
ｏ
「
こ
く
ｏ
５
ｐｏ
コ
一●
、「

，
ｏ
こ
く
ｏ
【澪
∽
ｏ
「
】山
ｐ
く
”
∽
Ｆ
【
”
〓
目
】】″
ｏ

，
●
ヽ

】日
３
【
「
目

寿

Ｒ

と

い
う

章

で
、
ぎ

ヨ
ｏ
●
氏

は

『
ひ
も

じ

い
月

日
』

Ｔ

九
二
一一年
）
、
「男
の
ほ
ね
』
↑
九
五
六
年
）
、
「女
坂
」
、
「朱
を
奪
う
も

の
』
二
傷
あ
る
翼
∵

『虹
と
修
羅
」
と
い
う
三
部
作

（
一
九
六
〇
年
）
を

取
り
上
げ
、
」ゝ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
女
性
像
を
男
性
作
家
の
文
学
に
よ

く
見
ら
れ
る
伝
統
的
な
女
性
像
と
比
較
す
る
。
ぎ
８
８
氏
に
よ
る
と
、

近
代
日
本
文
学
、
特
に
男
性
作
家
の
文
学
で
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
「心

中
天
網
島
』
２

七
二
〇
年
）
と
い
う
浄
瑠
璃
に
見
る
「お
さ
ん
」
と

「小

春
」
の
よ
う
な
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「お
さ

ん
」
の
よ
う
な
日
常
的
な
妻
と

「小
春
」
の
よ
う
な
非
日
常
的
な
遊
女

-58-―



と
に
極
分
化
さ
れ
た
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
川
端
康
成

と
谷
崎
潤

一
郎
の
文
学
を
読
む
と
、
「お
さ
ん
」
の
よ
う
な
女
性
を
無

視
す
る
、
あ
る
い
は
軽
蔑
す
る

一
方
、
「小
春
」
の
よ
う
な
性
的
な
女
性

を
美
化
す
る
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
自
我
を
深
く
描
か
ず
、
男

性
の
愛
の
対
象
と
し
て
理
想
化
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
円

地
氏
は
、
女
主
人
公
の
描
写
で

「お
さ
ん
」
の
中
に
あ
る

「小
春
」
と
、

「小
春
」
の
中
に
あ
る

「お
さ
ん
」
を
描
く
こ
と
で
、
伝
統
的
な
女
性
像

の
現
実
か
ら
の
距
離
を
強
調
す
る
と
ぎ
８
８
氏
は
述
べ
る
。
ま
た
、
こ

の
論
文
で
評
論
さ
れ
た
他
の
女
流
作
家
と
と
も
に
、
円
地
作
品
は
男
性

作
家
の
文
学
に
見
ら
れ
る
女
性
像
に
も
重
要
な
影
響
を
与
え
た
と
結
論

す
る
。

一
九
八
九
年
に
発
行
さ
れ
た

面
口
ｏ〓
冒
目
．５

８
０

，
ｏ
日
ａ
８
日
早

緞
更
Ｒ
〓
ｏ
∽
ε
ｏ日
登
ロ
ュ
．．
で
は
、
■
選
口ｏ
「
８
ａ
∽
は

「女
面
」
と

『
二

世
の
縁
　
拾
遺
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
円
地
文
学
を
怪
談
と
い
う

ジ
ヤ
ン
ル
と
結
び
付
け
る
。
り
０日

，
氏
に
よ
る
と
、
怪
談
は
徳
川
幕
府

の
権
威
主
義
に
対
す
る
反
抗
と
し
て
読
ま
れ
、
超
自
然
な
話
に
は
、
実

社
会
以
上
に
自
由
な
世
界
へ
の
欲
望
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
同
じ
よ
う

に
、
円
地
氏
は

「巫
女
」
な
ど
の
超
自
然
的
な
モ
チ
ー
フ
を
通
じ
て
、

積
極
的
な
女
性
の
描
写
を
な
し
、
文
学
で
見
る
伝
統
的
な
女
性
像
を
否

定
し
た
。
「女
面
』
で
は
、
巫
女
的
な
女
性
で
あ
る

コ
ニ
重
子
」
と
い
う

女
主
人
公
は
、
亡
く
な
っ
た
息
子
の
妻
の
恋
人
を
超
自
然
的
な
力
で
、

精
神
薄
弱
の
娘
と
結
び
つ
け
、
そ
の
結
果
、
娘
は
妊
娠
す
る
。
三
重
子

は
孫
を
得
、
ま
た
、
姦
夫
で
あ
っ
た
夫
に
復
讐
で
き
る
が
、
娘
は
出
産

に
よ
り
亡
く
な
る
。
日
本
人
の
学
者
は
ほ
と
ん
ど

「女
面
」
を
復
讐
と

い
う
テ
ー
マ
を
軸
と
し
て
い
る
作
品
と
読
ん
だ
が
、
「
ｏ日

，
氏
は
こ
の

解
釈
を
否
定
す
る
。
”
Ｏｇ

，
氏
に
よ
る
と
、
「女
面
』
の

一
番
重
要
な

テ
ー
マ
は
復
讐
で
は
な
く
、
女
性
の
創
造
力
で
あ
る
と
い
う
。
「女
面
』

で
み
ら
れ
る
円
地
氏
の
女
性
の
文
学
に
つ
い
て
の
理
論
は
、
女
性
の
作

家
は
巫
女
の
よ
う
に
文
学
を
意
思
を
表
現
す
る
霊
媒
と
し
て
使
う
と

ざ
目

，
氏
は
述
べ
る
。
コ
一世
の
縁
　
拾
遺
」
と
い
う
上
田
秋
成
の
『春

雨
物
語
」
に
あ
る

「
二
世
の
縁
」
と
い
う
怪
談
が
編
み
込
ま
れ
て
い
る

短
編
小
説
は
、
ほ
と
ん
ど
の
評
論
で
男
性
と
女
性
の
性
欲
を
探
る
作
品

だ
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
「
０日

，
氏
は
こ
の
作
品
を
男
性
作
家
を
中
心

と
し
て
い
る
文
学
界
に
対
す
る
風
刺
と
し
て
解
釈
す
る
。
ぃぃ弓
Ｆ

８
日
―

壼
●
ｏ
●

ｏ
一Ω
員
”ｏ
●
”
Ｌ
曰
”
”
ｏ
ｒ
Ｒ

”
ｏ
庁
肖
ぜ
いｏ
∽
Ｈ
〕●
ｏ

，
■
∽
ｏ
ｏ
い
ｏ
Ｏ
コ
イ
コ
曇
Ｅ
二

，
５

∽
〓
●
ｏ
『
口
”

，
“‐

【
』

”
●
０
中
５

∞
ｏ
日
３

ｏ
「
序
５

∽
“
ｏ
Ｑ
日
２
月
日
壼
Ｆ
お

・
Ｈ
げ
ユ

富
て
ｐ

オ

”
０
９

，
Ｏ
Ｑ
Ｈ

■

¨，

，
ｏ
８
段
Ч

雪
目

”
日

目

ａ
〓
８

ユ
Ｒ
癸
Ｉ

巴

ゴ
８

８

Ｒ

■
ｏ
８
８

８
０
日
”
Ｔ

お
日
ュ
０
お
】≧
８
∽〓
”も
■
と
、
円
地
氏
は
超
自
然
を
伝
統
的
な
女
性
像
と

男
女
の
仲
の
描
写
を
改
善
す
る
た
め
に
使
っ
た
と
Ｆ
Ｅ
諄
氏
は
結
論
付

け
る
。

一
九
九
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
ど
澤
■
Ｓ
●
一ｏあ
９
遍
ｏＬ
ｑ

含
女
面
」
の

翻
訳
者
）
の
ま口
”３
”『
〓
日
”″
９
ぃ＞
で
コ．Ｉ

Ｒ
ゴ
】０■
．は
、
最
初
の
英
語

で
書
い
て
あ
る
円
地
文
子
に
関
す
る
伝
記
体
の
論
文
で
あ
る
。９
５
８
‐

”Ｒ
氏
は
円
地
氏
の

一
生
を
描
き
な
が
ら
、
「朱
を
奪
う
も
の
」
、
「ひ
も

じ
い
月
日
』
、
「女
坂
』
、
「女
面
」
な
ど
の
重
要
な
作
品
を
紹
介
し
、
そ

の
作
品
の
テ
ー
マ
を
円
地
自
身
の
人
生
と
関
連
づ
け
る
。
例
え
ば
、
自
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伝
的
な
特
徴
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る

『朱
を
奪
う
も
の
』
で
は
、
女
主

人
公
は
、
江
戸
時
代
の
文
学
や
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
に
見
ら
れ
る

女
性
に
対
す
る
虐
待
を
見
て
、
自
分
を
虐
待
の
対
象
と
し
て
想
像
す
る

こ
と
で
、
性
的
な
快
楽
を
感
じ
る
。
９
５
８
０
氏
は
こ
の
作
品
を
三
島

由
紀
夫
の

『仮
面
の
告
白
」
と
比
較
し
、
円
地
自
身
の
エ
ロ
ス
に
つ
い

て
の
感
情
と
関
連
づ
け
る
。

一
九
九
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
ぃ●
Ｊ
〓
口
ｏ
∽∽ｏ
日
∽
８

，
∽
”品
】ｏ
口
雪
β
¨

Ｈ
Ｆ
ｏ
ヽ
】ｏ
Ｒ
″
ユ
ｇ
〓
８

Ｆ
ｏ
目
目
８
．〕で
は
、
ｕ
ａ
∽
”
Ｒ
”
８
は

「双

子
」
、
「仮
面
」
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
、
ま
た

「因
果
応
報
」
と
い
う
概
念

を
探
る
こ
と
で
、
「女
面
」
を
深
く
分
析
す
る
。
こ
れ
は
、
英
語
で
書
か

れ
た
円
地
文
学
の
評
論
で
、
一
つ
の
作
品
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
最
初
の

論
文
で
あ
る
。
雲

，■
ｏ
”
ｏ日

，
氏
と
同
じ
よ
う
に
、
Ｕ
Ｒ
”
８
氏
は
復
讐

と
い
う
テ
ー
マ
に
重
き
を
置
く
日
本
人
の
学
者
の
解
釈
を
否
定
す
る

が
、
Ｐ
褥
８
氏
の
解
釈
は
ヽ
ｏ日

，
氏
の
解
釈
と
は
ま
た
違
う
。
上
述
し

た
よ
う
に
、
り
ｏ日

，
氏
は
筋
の
裏
に
見
ら
れ
る
女
性
の
創
造
力
と
い
う

テ
ー
マ
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
Ｐ
褥
８
氏
は
、
三
重
子
の
す
る
こ
と

は
、
夫
に
復
讐
す
る
よ
り
孫
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
夫
の

姦
通
で
は
な
く
、
若
い
頃
の
流
産
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
Ｐ
語
８

氏
は

「女
面
」
を
川
端
康
成
の

『美
し
さ
と
悲
し
み
と
」
と
い
う
小
説

と
比
較
す
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
正
面
だ
け
を
見
れ
ば
、
女
性
の
復

書
の
話
で
あ
る
が
、
そ
の
復
讐
の
原
因
は
子
供
の
喪
失
で
あ
る
と

冒
潤
８
氏
は
述
べ
る
。

一
九
九
五
年
に
は
、
ぎ
目
一５

コ
“
ィ
理
は
●
３
８
〓
弓
Ｓ
Ｏ
〓
８
２
８
一

”
８
一８
＆
Φ
ヨ

リ
ロ
３
８
””鷹
∽
ぃ
と
い
う
社
会
学
の
教
科
書
で
＾^
弓
ぎ

冒
”０■
９
日

，】
『
３
■
Ｏ
Ｒ
Ｚ
目
・≧
お
∽
げ
マ
ロ
ロ
象
”
コ
ロ
寿
Ｒ
と
い
う
論
文
を

発
表
し
た
。
こ
の
論
文
の
中
で
、
口
”
】お
く
氏
は
円
地
文
子
の
作
品
を

「日
ご
魯采
言
≧
０
」
（問
テ
ク
ス
ト
性
）
と
い
う
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
文

学
理
論
の
例
と
し
て
使
う
。
【富
マ
贅
氏
は
「な
ま
み
こ
物
語
』
、
「女
坂
」
、

「男
の
ほ
ね
」
、
「妖
」
、
コ
一世
の
縁
　
拾
遺
』
、
「女
面
」
、
「遊
魂
』
、
ま

た
、
初
め
て
英
語
圏
で
研
究
さ
れ
た

「化
性
』
Ｔ

九
六
四
年
）
と

『花

食
い
姥
』
２

九
七
四
年
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
作
品
で
見
ら
れ
る

コ
●
お
諄
ｏｘ言
二
（■
、
つ
ま
り
、
他
の
作
品
や
ジ
ャ
ン
ル
、
特
に
古
典
文

学
と

「巫
女
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
の
関
係
を
探
る
。
五
十
年
代
か
ら

七
十
年
代
ま
で
の
作
品
を
評
論
す
る
こ
と
で
、
国
ｃ
”ぶ
К
氏
は
円
地
文
学

の
テ
ー
マ
、
モ
チ
ー
フ
、
女
性
像
な
ど
の
変
化
を
辿
る
。
円
地
文
学
が

ど
れ
ぐ
ら
い
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
な
文
学
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、

円
地
研
究
の
重
要
な
問
題
点
で
あ
る
。
ロ
ニ
う

氏ヽ
に
よ
る
と
、
円
地
氏

は
西
洋
文
学
に
詳
し
く
て
、
そ
の
知
識
の
お
か
げ
で
、
フ
エ
ミ
ニ
ズ
ム

が
日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
前
に
、
」ゝ
の
概
念
を
文
学
で
表
現
さ
せ
た
そ

う
で
あ
る
。
口
そ
Ｑ
氏
は

「
●
”ｏユ
ｏｘ
言
島
こ

と
い
う
論
理
を
使
う
こ

と
で
、
円
地
文
学
を
古
典
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
吉
本
ば
な
な

。
津
島

佑
子
な
ど
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
女
性
作
家
と
関
連
づ
け
る
。
ま
た

一
九

九
八
年
に
は
、
コ
】【く
Ｑ
氏
は
ぃぃ冒
３
【”
目
【５
）∽
”
８
●】
ざ
ｕ
Ｏ∽”お
．）で
、

似
て
い
る
手
法
や
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
「浅
間
彩
色
員

一
九
二ハ九
年
Ｙ
『春

の
歌
穴

一
九
七
一
年
Ｙ
『採
霧
穴

一
九
七
五
年
）
と
比
較
し
な
が
ら
、
「潜
』

貧
九
七
〇
年
）
と
い
う
短
編
小
説
を
深
く
分
析
す
る
。
こ
れ
は
、
最
初
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の

『潜
』
に
関
す
る
評
論
で
、
最
近
の
円
地
研
究
で
見
ら
れ
る
七
〇
年

代
の
作
品
に
つ
い
て
の
関
心
を
反
映
す
る
。
こ
の
論
文
で
国
“
一６
て
氏

は
、
「夜
這
い
」
と
い
う
古
典
の
モ
チ
ー
フ
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
「潜
』

を
挙
げ
る
こ
と
で
、
円
地
氏
が
七
〇
年
代
以
降
、
「巫
女
」
な
ど
の
代
表

的
な
モ
チ
ー
フ
を
捨
て
、
「夜
這
い
」
な
ど
の
新
し
い
モ
チ
ー
フ
を
実

験
的
に
使
っ
て
い
っ
た
と
い
う
円
地
文
学
の
論
理
を
打
ち
出
す
。

一
番
新

し

い
円
地
研
究
は
、
去
年
発
行
さ
れ
た
Ｆ
目
長

同
ａ
ｒ
ヽ

の

ぃ「
『０
日
ｐ
（）げ
∽ｏ
∽∽』ｏ
口
”ｏ
】）
ｏ
〓
く
ｏ
●
●
ｏ
ｏ
一
日岸
”０
日］く
ｏ
】く
●̈
”
】Ｆ
”
け
０
∽ｏ
一
一
ｏ
ｏ
「
一ｒ
ｏ

Ｆ
日
〓
す
０
鳴
く
ｏ
け
ｏ
す

，
■
ξ
邑
″
ｏ
２
Ｖ
３
】
コ
目
Ｆ
ｏ
。と

い

つヽ
ア
メ
リ
カ

の
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
学
の
博
士
論
文
と
、
Ｚ
ｒ

，
ｏ
ｏ日
ヽ
Ｓ
の
じ
日
零
８
房

メを
σ
】Ｂ
Ｏ
日
ψ
Ｈ）０，ユ
【マ
“を
ぴ
甕
“∽̈
り
ｒ
”〓
】ｏ
「
●目
絆”∽て
”●
０
〓
０●
０
コ
Ｌ
コ
ヽ
口̈
↓

，
■００

『８
日
ｏ８
く
口．絆ｏあ
．で
あ
り
、
こ
れ
は
、
円
地
研
究
と
し
て
は
初
め
て
の

ま
と
ま

っ
た

一
書
で
あ
る
。
国
ａ
】●
”
ｑ
氏
は

一
九
二
六
年
の
「古
里
」
と

い
う
劇
か
ら

一
九
人
四
年
の

『菊
児
童
」
と
い
う
最
後
の
完
成
さ
れ
た
，

小
説
ま
で
、
円
地
氏
の
伝
記
を
書
き
な
が
ら
、
代
表
的
な
作
品
、
ま
た
、

そ
れ
以
前
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
々
な
作
品
を
取
り
上
げ
、

円
地
文
学
の
発
展
を
辿
る
。
「
８
Ｂ
０
０
∽ｏａ
８
６
ｕ
＆
お
目
”ｏと

η
執

念
か
ら
釈
放
ま
で
し
と
い
つヽ
題
で
分
か
る
よ
う
に
、
聟
ロ
ロ
”
ｑ
氏
は
、
一

九
六
〇
年
代
中
頃
の
円
地
氏
の
作
品
に
は
、
男
性
に
復
讐
す
る
女
主
人

公
が
多
く
、
消
極
的
な
結
末
が
普
通
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
降
の

成
熟
し
た
作
品
で
は
、
円
地
氏
は
家
長
制
度
と
女
家
長
制
度
の
間
の
折

哀
で
あ
る
社
会
観
を
作

っ
た
と
い
う
見
解
を
述
べ
る
。
特
に
面
白
い
の

は
、
円
地
氏
が
現
代
語
訳
し
た

「
源
氏
物
語
』
の
分
析
で
あ
る
。

国
０
自
口
”
ｑ
氏
に
よ
る
と
、
円
地
源
氏
、
特
に
注
釈
で
は
、
桐
壺

・藤
壺

・

（
一
般
的
に
は
軽
蔑
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
円
地
は
同
情
し
て
い
た
）
六
条

御
息
所
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る

一
方
、
従
順
な
紫
上
は
軽
く
扱
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
な
現
代
語
訳
を
通
じ
て
、
円

地
氏
は

「源
氏
物
語
」
に
登
場
す
る
女
性
に
つ
い
て
の
女
性
差
別
が

入
っ
て
い
る
伝
統
的
な
解
釈
を
否
定
す
る
と
口
ａ
”襴
ｑ
氏
は
述
べ
る
。

じ

営

”
ｑ

８

∽
ま

ｏ
日

８

・
∪
Ｏ
ａ

ぞ

ま

昌

け

ｙ

≧

お

『
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颯

８

一
〓

＆

Ｆ
Ｔ

日
．Ｏ

Ｆ

澤

５

ｏ
一
３

８

ｏ
器

で

■
一３

）
で

は

、

ｚ

日

，
ｏ
８

爆

り
付

は

泉

鏡

花

・

円
地
文
子

。
中
上
健
二
の
文
学
で
見
ら
れ
る
女
性
像
を
探
る
こ
と
で
、

日
本
文
学
で
よ
く
見
ら
れ
る

「，
記
９
８
∽
く
ｏ目
戸
貢
危
な
い
女
性
）
と

い
う
女
性
像
と
そ
の
原
因
を
分
析
す
る
。
マ
テ
ィ
リ
ア
リ
ス
ト
・
フ
エ

ミ
ニ
ス
ト
で
あ
る
０
０曰
く
ＯＳ
氏
は
、
ど
Ｆ
パ
諄
お
Ｓ
、
ど
０
事

”
〓
二
ｑ
な

ど
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
学
者
、
『”ｏｆ
８
ｏ
ｏ■

，
、
〓
一３
ｏ】
『
８
ｏ日
〓
な

ど
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
学
者
、
ま
た
、
ｒ
電
曰目
０
「
お
巳
と
特
に

〕３
０ｇ
∽
ｒ
８
８
と
い
う
精
神
分
析
学
者
の
様
々
の
理
論
を
使
う
。
現
代

日
本
文
学
で
見
ら
れ
る

「危
な
い
女
性
」
と
い
う
女
性
像
、
例
え
ば
円

地
文
子
の

「女
面
』
の

コ
ニ
重
子
」
は
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
、
永

遠
の
女
や
日
本
ら
し
さ
と
い
う
概
念
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

ｏ
ｏ日
Ч
ｏ雨
氏
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
複
雑
な
精
神
分
析

の
解
釈
で
、
ｏ
ｏ曰
く
０ヾ

氏
は

「危
な
い
女
性
」
を
日
本
の
近
代
化
と
そ

の
近
代
化
に
伴
う
認
識
論
と
女
性
の
社
会
地
位
の
変
化
に
関
連
づ
け

る
。
こ
の
本
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
る
予
定
が
あ
る
と
い
う
。

以
上
簡
単
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
英
語
圏
に
お
け
る
円
地
文
子
に
つ
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い
て
の
研
究
は
、
特
に
こ
こ
数
年
か
な
り
進
歩
し
、
こ
の
傾
向
は
当
面

続
き
そ
う
で
あ
る
。
英
語
を
母
国
語
と
し
て
話
す
人
に
、
円
地
文
子
の

作
品
や
文
学
の
理
論
を
紹
介
す
る
価
値
は
も
と
よ
り
、
西
洋
の
理
論
を

使

っ
て
評
論
す
る
点
で
、
」ゝ
の
研
究
は
日
本
の
研
究
を
豊
か
に
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
日
本
人
の
学
者
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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